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２
面
へ
つ
づ
く

《21・22 面》
ワ
ン
プ
ラ
で
Ｇ
Ｓ
の
小
売
り
が
拡
大

敏
腕
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
聞
く
！

新
規
客
を
獲
得
す
る
ネ
ッ
ト
手
法 

？

《
７
面
》

《
23
面
》

　

今
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨

や
先
日
の
台
風
21
号
な
ど
、

今
夏
は
大
雨
と
強
風
に
よ
る

災
害
が
相
次
い
で
発
生
。
こ

う
し
た
高
潮
や
河
川
の
氾
濫

な
ど
に
よ
っ
て
、
冠
水
の
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
車
両
の
処

分
が
始
ま
り
、
買
取
り
・
下

取
り
の
現
場
な
ど
で
査
定
す

る
こ
と
が
増
え
て
き
て
い

る
。

　

そ
こ
で
今
月
号
で
は
急

き
ょ
、
予
定
し
て
い
た
内
容

を
変
更
し
、
冠
水
車
の
見
分

け
方
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に

し
た
。
つ
い
て
は
、
本
紙
で

『
検
査
の
匠
』
を
好
評
連
載

中
の
株
式
会
社
ジ
ャ
ッ
ジ
メ

ン
ト
に
協
力
を
頂
き
、
多
数

の
写
真
付
き
で
記
載
し
て
い

く
。

　

仕
入
れ
の
際
に
し
っ
か
り

見
極
め
ら
れ
る
よ
う
、
参
考

に
し
て
頂
き
た
い
。

最
強
買
取
店
舗　

新
人
が
急
成
長
し
た
秘
密  

②
掃
除
さ
れ
て
も
残
る

　
　
「
小
さ
な
ヒ
ン
ト
」
と
は
？

協
力
・
株
式
会
社
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト

見分け方冠水車の
３
カ
月
で
成
約
率
20
％
か
ら

100
％
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以
下
、
㈱
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト

に
よ
る
解
説
　

　
不
運
に
も
、
水
が
浸
入
し

て
し
ま
っ
た
車
両
を
冠
水

車
、
水
没
車
な
ど
と
呼
び
ま

す
。

「
サ
ン
ル
ー
フ
や
窓
を
開
け

て
お
い
た
ら
雨
が
吹
き
込
ん

で
し
ま
っ
た
…
…
」。

　
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、

一
般
的
に
は
冠
水
車
と
は
な

り
に
く
い
の
で
す
が
、
吹
き

込
ん
だ
雨
の
量
に
よ
っ
て

は
、
冠
水
車
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム

内
だ
け
が
水
に
浸
か
っ
て
し

ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
、
機
能
的

な
故
障
を
誘
発
す
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
に
、
冠
水
車
と

し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　
侵
入
し
た
水
分
が
掃
け
た

あ
と
の
車
両
は
、
ど
こ
ま
で

水
が
浸
入
し
た
か
、
を
断
定

す
る
こ
と
が
困
難
な
ケ
ー
ス

が
多
く
、「
自
動
車
と
し
て

の
使
用
に
支
障
を
き
た
す
、

ま
た
は
将
来
、
使
用
に
支
障

を
き
た
す
故
障
を
誘
発
す
る

と
予
測
で
き
る
」
よ
う
な
場

合
、
冠
水
車
と
し
て
の
判
定

を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

言
え
ま
す
。

　
査
定
を
行
な
う
車
両
に
近

づ
い
た
際
に
は
、
結
露
に
よ

り
車
内
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
濡
れ

て
い
な
い
か
、
灯
火
類
に
水

分
侵
入
の
痕
跡
は
な
い
か

（
ラ
ン
プ
内
側
の
汚
れ
、メ
ッ

キ
の
褪
せ
、
水
滴
な
ど
）
に

注
意
す
る
こ
と
で
、
冠
水
を

疑
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
流
通
す
る
冠
水
車
の
多
く

は
、「
綺
麗
に
掃
除
」
さ
れ

て
お
り
、
小
さ
な
ヒ
ン
ト
か

ら
冠
水
を
疑
い
、「
冠
水
し

た
で
あ
ろ
う
、
冠
水
の
疑
い

が
あ
る
」
と
い
う
判
断
の
も

と
、
冠
水
車
と
し
て
流
通
さ

れ
ま
す
。

　
で
は
、
小
さ
な
ヒ
ン
ト
と

は
何
で
し
ょ
う
か
？

エンジンルーム編

ハーネスを束ねるチューブの凹凸部分、また、
テープで束ねている場合には、テープが縮む
ことが多く、糊が付着している部分の砂の付
着が目立ちます。

エアクリーナーボックスも、空気を吸い込
むという機能上、内部が汚れていることは
多々ありますが、砂の侵入が確認できた場
合には冠水を疑うことができます。

ダッシュパネルや、ボンネット裏側に取り付けられている断熱材に付着する藁状
のごみが確認できた場合には、冠水を疑ってください。
通常の使用では、このような付着はなく、ほぼ冠水を断定することが可能です。
また、これら断熱材を高圧洗浄機で長時間洗浄した場合には、断熱材が毛羽立っ
ていることがあります。

洗浄しても部分的に砂や藁の様なゴミが残るケースが多い

　
高
圧
洗
浄
機
な
ど
で
洗

浄
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
一

般
的
で
す
が
、
部
分
的
に

「
砂
や
藁
（
わ
ら
）
の
よ

う
な
ご
み
」
が
残
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ヒ
ン

ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
砂
利
の
駐
車
場
利
用
の

場
合
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム

内
に
砂
や
枯
れ
葉
が
侵
入

し
て
い
る
こ
と
は
多
々
あ

り
ま
す
が
、
冠
水
車
の
場

合
に
は
、
車
体
骨
格
部
や

補
機
類
な
ど
に
ま
ん
べ
ん

な
く
泥
水
が
付
着
し
ま

す
。

①
ハ
ー
ネ
ス
を
束
ね
る

チ
ュ
ー
ブ
の
凹
凸
部
分
、

ま
た
、
テ
ー
プ
で
束
ね
て

い
る
場
合
に
は
、
テ
ー
プ

が
縮
む
こ
と
が
多
く
、
糊

が
付
着
し
て
い
る
部
分
に

は
砂
の
付
着
が
目
立
ち
ま

す
。

②
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
ボ
ッ

ク
ス
も
、
空
気
を
吸
い
込

む
と
い
う
機
能
上
、
内
部

が
汚
れ
て
い
る
こ
と
は

多
々
あ
り
ま
す
が
、
砂
の

侵
入
が
確
認
で
き
た
場
合

に
は
冠
水
を
疑
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
ダ
ッ
シ
ュ
パ
ネ
ル
や
、

ボ
ン
ネ
ッ
ト
裏
側
に
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
断
熱
材

に
付
着
す
る
藁
状
の
ご
み

が
確
認
で
き
た
場
合
に

は
、
冠
水
を
疑
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
通
常
の
使
用
で
は
、
こ

の
よ
う
な
付
着
は
な
く
、

ほ
ぼ
冠
水
を
断
定
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
断
熱
材

を
高
圧
洗
浄
機
で
長
時
間

洗
浄
し
た
場
合
に
は
、
断

熱
材
が
毛
羽
立
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
電
気
系
の
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
に
、
ハ
ー
ネ
ス

コ
ネ
ク
タ
ー
や
、
ヒ
ュ
ー

ズ
を
外
し
た
端
子
部
分
に

グ
リ
ス
を
塗
り
付
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
所
に
、
グ
リ
ス
の

塗
布
が
あ
っ
た
場
合
に
は

冠
水
と
断
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③遮音材への藁（わら）状のごみの付着

①
ハ
ー
ネ
ス
類
に
付
着
し
た
砂

②
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内
部

冠水車両とは……

有料版では、モザイクの部分を全てお読み頂く事が
できます。お申し込みは２０面まで！
または電話０３(３３７１)９３４０まで！
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査
定
の
際
に
は
、
乗
車
し
走
行
距

離
や
装
備
の
確
認
を
行
な
う
と
と
も

に
、
車
種
に
よ
っ
て
は
、
車
台
ナ
ン

バ
ー
の
確
認
を
車
内
で
行
な
う
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
際
、
ま
ず
は
「
ニ
オ
イ
と
サ

ビ
・
砂
」
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ニ
オ
イ

　
車
室
内
の
ニ
オ
イ
に
は
、タ
バ
コ
、

ペ
ッ
ト
、
過
度
な
芳
香
剤
な
ど
様
々

な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
冠
水
の
場

合
は
雑
巾
の
よ
う
な
悪
臭
が
漂
い
ま

す
。
夏
場
、
高
温
の
時
期
は
、
ニ
オ

イ
は
感
じ
と
り
や
す
い
の
で
す
が
、

冬
場
な
ど
は
ヒ
ー
タ
ー
の
風
を
足
元

に
送
風
す
る
こ
と
で
、
ニ
オ
イ
を
感

じ
と
り
や
す
く
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。

◇
サ
ビ
・
砂

　
近
年
の
車
両
で
は
、
シ
ー
ト
下
に

車
台
番
号
を
打
刻
し
て
い
る
車
両
が

多
い
で
す
。
査
定
の
際
に
は
、
必
ず

車
台
番
号
の
打
刻
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
周
囲
の
サ
ビ
や
砂
の
侵
入
に

注
意
を
す
る
ク
セ
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

　
た
だ
し
、シ
ー
ト
レ
ー
ル
な
ど
は
、

経
過
年
と
と
も
に
サ
ビ
が
発
生
す
る

の
が
一
般
的
で
す
の
で
、
表
面
の
わ

ず
か
な
サ
ビ
を
冠
水
に
よ
る
も
の
と

誤
認
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　シートに湿り気はないか？
　　　シート下に砂の堆

た い せ き

積はないか？

④ハーネスコネクター部、ヒューズへのグリスの付着

シートレールやヒンジ、ハンドルポストに
自然発生とは異なるサビはないか？

車
内
編

　

カ
ー
ペ
ッ
ト
下
に

　
　
　

砂
の
堆た

い
せ
き積
は
な
い
か
？

有料版では、モザイクの部分を全てお読み頂く事が
できます。お申し込みは２０面まで！
または電話０３(３３７１)９３４０まで！
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番外編
　
近
年
、
多
く
発
生
し
て

い
る
冠
水
車
に
つ
い
て

は
、
そ
の
場
を
目
撃
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま

た
修
理
す
る
技
術
も
巧
妙

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
わ
ず
か
な
ヒ
ン
ト
か
ら

冠
水
を
疑
い
、
複
数
個
所

を
確
認
し
た
う
え
で
、「
冠

水
の
疑
い
が
濃
厚
で
あ

る
」
と
い
う
判
断
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
冠
水

し
て
い
な
い
車
両
の
カ
ー

ペ
ッ
ト
や
シ
ー
ト
下
、
エ

ン
ジ
ン
ル
ー
ム
の
汚
れ
方

な
ど
の
パ
タ
ー
ン
を
知
っ

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
、

常
日
頃
か
ら
の
観
察
力
を

養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
と
め

天張りに付着したごみ
濡れた車検証

シートベルト、ピラー、ドア内側に残った水位の跡

　先日の台風 21号は、近畿地区の中古車
輸出港を直撃。強風と高潮によって多数の
車両が損傷し、あるいは商品価値が失われ
てしまった。
　今回、編集部が訪問したのは堺泉北港（大
阪府堺市、高石市、泉大津市）と、神戸港
（ポ―トアイランド／六甲アイランド）。
　神戸港では、高潮による車両の冠水が多
かった。高潮の水位は、比較的、被害が少
なかった六甲アイランド西側で１メートル
程度、被害が大きかった同東側は、３メー
トル程度まで上がった模様。
「３メートルまで上がる時間は、10分もか
からなかった」とは、現地の小売り業者。
　一方、堺泉北港では、車両の窓ガラスが
割れる被害が続出した。強風によって吹き

飛ばされた小石が、弾丸のように窓を直撃
したものだ。
　同港の乙仲業者によると、同じ港内でも
地区によって被害の度合いが違うという。
港の北側にある助松埠頭と南側の汐見埠頭
は被害が比較的少なく、汐見埠頭の先、汐
見沖地区（泉大津フェニックス）は多い印
象を受けた。この原因は、地面がアスファ
ルト舗装か、砕石を固めたものかの違いだ
という。
　なお、姉妹紙の「ユーストカーＮＥＷＳ
輸出相場版（10月号）」では、より詳細な
現地状況をお伝えするとともに、自然災害
によるリスクを減らす方法なども掲載して
いる。

「水位が３ｍ上がるまで
　　　　10分もかからない」

強風で小石が直撃し、窓ガラスが割れる被害が続出


